
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

今年も、スマイルフェスタを開催します。年々、参加団体が増えています。 
今年のテーマは、「地域の課題に目を向けてみよう」です。 

介護・高齢者の問題、子育て支援、障がい者支援、環境問題、空き家対策、過疎化など様々な課

題が地域にはあります。そんな課題に取り組んでいる市民活動、ボランティア活動を紹介しなが

ら、皆さんと一緒に考えていきたいです。 

  

   と き  6 月16 日(土)～17 日(日)   

 ところ  北勢市民会館  

 内 容  16日（土） 13：00～ 
 芸能関連団体の舞台発表のみ 

       17 日（日） 10：00～15：00 
              市民活動、ボランティア活動の紹介、体験コーナー  

                  企業の社会貢献活動紹介ブース  

＊子どもたちが楽しめる工作コーナーや体験コーナー、手作り品の販売などなど… 

＊ちびっ子新聞記者が各ブースを回り、取材します。子ども目線のステキな写真も… 

＊中学生料理コンテストが開催されます。 

＊キッチンカーが並びます。メニューはお楽しみに… 

 

 

                                

  

 

 

市民活動センターは、住みよいまちづくりをすすめる市民活動団体、ボランティア団体 

など、あなたのセンターです。皆さんにとって使いやすいセンターを目指しています。 

ご意見、ご要望をどんどんお寄せください。 
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一緒に作った
桜餅。美味しそ
うですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

  ４月１５日(日)、藤原町山口地区集落センターにおいて、昨年

から始まった木の駅プロジェクトの実験報告会が開催されまし

た。このプロジェクトは、放置または手入れができず荒れている

山をきれいにして次世代につなぐために行われています。 

間伐した木を売ったお金は「地域通貨」に換えて地元で使うこと

ができます。間伐した地主さんは、自分へのご褒美に地域通貨で

晩酌などをします。山がきれいになり、地元が潤い、環境にもい

い。こんな事業が、すでに全国で 100か所以上活動していま

す。 

昨年から、地元説明会、有志の募集などを重ね、「龍華驛」 

として出発しました。報告会に出席した三重県森林・林業室の

武南さまは、木の駅が県内に 7 か所発足、その中でも「いな

べの駅」は、出荷目標の 7 割達成、今後を期待したいと話し

ていました。 

山口地区を中心に動き出したこのプロジェクトは、間伐材の販売先に苦労しています。木を大

切に使いたい。そんな思いで販売先を探しています。多くの方のご理解とご支援をお待ちしてい

ます。こんな環境保全活動が、市内に広がるといいですね。 

    木の駅に関するお問合せ先 木の駅事務局 鬼頭 ☎090-1785-6182 

 

おれん家
ぢ

”カフェ で笑顔になって！ 認知症予防ボランティア かのん 

団塊の世代が後期高齢化となる 2025 年以降、認知症のひとが今後ますます増加するとい

われています。 
「認知症予防ボランティアかのん」は、認知症予防するために「みのり教室」を開き、活動

してきましたが、昨年より認知症のひととその家族を対象に「おれん家”カフェ」を行なって
います。活動の方向転換をしたんですか、という問いにメンバーの稲葉さんが答えてくれまし

た。「今まで開催地区の特定の方だけが参加していましたが、それでは自分たちの活動が広が
りませんでした。その頃、京都で始まった認知症のひととその家族が楽しめる場所づくりのこ

とを知り、これこそが自分たちの目指す活動にピッタリだと思いました。視察や勉強会をして、
昨年の４月から認知症のひととその家族が楽しめる「おれん家”カフェ」を開催しています」 

カフェでは、和菓子づくり（終了）、頭の体操や手あそびのレクリエーション（５月）や参
加者がモデルになるファッションショー（６月）を予定しています。 

「おれん家”カフェ」で、認知症のひととその家族が笑顔になってくれることが、メンバーの 
想いなんだなあと感じました。 

 

 

 

 

  

 

ひらひらと落ちる
花びらを箸やトン
グでキャッチ！ 

 木の駅プロジェクト 

いなべ木の駅 龍華驛 

 社会実験結果報告会 



阿下喜パトロール隊 

いなべ市・東員町の新１年生６２２名へ防犯ブザーが贈呈されました。５年目となる今年は

阿下喜小学校で授与式が４月１８日(水)に行われ、地域で防犯活動をする阿下喜パトロール

隊も参加しました。市長、校長、員弁地区生活安全協会の幸田さんから「これは、いなべ市の

企業さんの寄付で成り立っています。万が一のとき、みなさんの身を守ってくれます。危険を

感じたらここを引っ張って」と話があった後、ランドセルにつけてもらいました。児童はそれ

ぞれ、音を出して試していました。使うようなことがあってはいけませんが、声の出せない状

況では必要となるアイテムです。各地域には登下校時の子ども達の安全を見守るボランティ

アさんがいらっしゃるのも心強いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

４月２１日(土)はパトロールの日。毎週土曜日午後８時 

から阿下喜地内を青色パトロール車と警官が見回ります。 

４班が交代制で出動していますが、不審車両に声掛けする 

こともあるそうです。まちの安全・安心を確保できるよう 

に活動されています。 

                  代表 近藤正尚 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カナの訪問レポート 

◯●イベントのおしらせ●◯ 

乳がん患者のためのメディカルヨガ 

 ５月８日(火) １０：００～１２：００   

料金１，５００円 ＠ドリームステーション（桑名市福島 75-1） 

こどものきもちトークライブ  

５月２６日(土) １０：００～ １２：００～１３：３０（交流会） 

         料金２，５００円（お弁当付き）  ＠員弁老人福祉センター 

そういん美術前進クラブ展２０１８ 

６月１日(金)～６月２９日(金)  ＠ＯＨＡＮＡ喫茶＆お食事２階ギャラリー 

※詳しくは市民活動センターホームページをご覧ください 



人・モノ 交流サイト 

ボランティア活動応援、優しいまちづくり応援のための交流サイトです。 

差し上げます 譲ってください 

ベビーベット、ベビー服、ベビー用品 将棋盤、駒 

贈答用の食器   
  

お手伝いできます。 お手伝いお願いします。 

 イベント時の託児お願いします 

５／２６ 10：00～12：00 

＠員弁老人福祉センター   ※中開き参照 

＊この情報を詳しくお知りになりたい方は、市民活動センターへ連絡ください。 

 提供できる物品、譲ってくださいなどの依頼、お手伝いできます、手伝ってなどの情報も 

お待ちしています。 

 

衣料回収にご協力ください 5月 19日（土） 
 デンソー社員のボランティアグループが中心になり、「海外支援衣料回収活動」を実施 

します。デンソー大安製作所、健保体育館へお持ちください。9：00～11：30 

回収内容 衣料は、ダンボール・紙袋などに詰めてお持ちください。 

 洗濯済み  毛布、ズボン、ジーンズ、T シャツ、ポロシャツ、トレーナー 

       セーター、ブラウス、ジャンパー、コート 

       スーツ、ブレザージャケット、スカート、ワンピース、ベビー服 

  注 下着、靴下、パジャマ、タオル、シーツは、新品のものだけです。 

取り扱わないもの× 

  和服、ベビー用品、布団、くつ、カバン、小物（ネクタイ、ベルト、手袋など） 

         

4月末、現在の 

情報です。

いなべ市市民活動センター  

 いなべ市員弁町笠田新田 111（員弁老人福祉センター内） 

 TEL（0594）７４－５８０６  FAX（0594）７４－５８３４ 

 E-mail i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp 

 HP https://inabeshiminkatu.jimdo.com 

 委託事業運営者 NPO 法人 いなべ市民クラブ 
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